




要約:我々はエネルギー代謝や核酸合成などに重要な役割を果たすとされる細胞内 free・

nucleotides の脳内での変化を分析検討し、高フェニルアラニン血症の幼若ラットでは正

常のラットに比べ ATP-UTP の有意の相対的低下、AMP-GMP-CMP の有意の相対的上昇がみら

れた。しかし、高ヒスチジン血症の幼若ラットでは正常のラットと有意差はなく、また母

体が高フェニルアラニン血症の妊娠第 13 日日の胎仔と正常胎仔でも有意差はみられなか

った。 


